
「大学コンソーシアム佐賀」共通教養教育科目シラバス 
開講年度 平成２３年度 開講時期 前学期  後学期 

科目名 芸術と表現（有田焼入門） 

担当教員（所属） 田中 右紀（文化教育学部） 

単位数 ２ 

曜日・校時 木曜１時限（8：50～12：20） 

曜日・校時 追記（授業形態） ネット授業（インターネット配信による授業） 

講義概要（開講意図・ 
到達目標を含む） 

現代有田を内外面から支える方々の、様々な角度から有田焼に対しての認識を伺い、有田焼の置かれている現状

を水平軸、歴史的背景推移を垂直軸に展望し、有田焼を身近に感じその更なる発展の可能性を窺う。 
 
 
 
 
 

聴講指定  

履修上の注意 インターネット配信による授業なので、受講できる環境を持っていることが必要。学内・学外を問わず、24 時間

受講可能。開講時にその学期のオンラインガイダンスを受講してから、受講を開始する。 
授業計画に従って、それぞれの講義を予定された期間内に受講し、レポートをオンラインで提出する。未受講の

ものが全講義の１／３を越えた時点で放棄とみなす。また、レポートの未提出のものが全講義の１／３を越えた

時点で放棄とみなす。講義日程については、ネット授業の科目の掲示板を参照。 
 

授業計画 
 
 
 
 
 
 
 

・ガイダンス・総論／田中右紀 
・有田学概論／尾崎葉子 
・有田陶磁史／村上伸之 
・古陶磁鑑定法・前半／大橋康二 
・古陶磁鑑定法・後半／大橋康二 
・銘款からみた近代の有田焼／鈴田由紀夫 
・今右衛門窯／十四代今泉今右衛門 
・有田焼の製造工程／田中右紀 
・有田焼伝統技術伝／矢鋪與左衛門 
・陶磁器デザインの現在／井島守 
・産業としての有田焼／寺内信二 
・未来のセラミックスと有田町／窯業技術センター 
・田中右紀―私の仕事に見る発想の出発点とオリジナリティー／田中右紀 
・現代にやきものを作るということ／田中右紀 
・最終レポート 

成績評価の方法と基準 毎回授業の感想または意見、400 字程度を提出（これは以外と大変。提出期間が設けられ、未提出回は、0 点と

なりますので注意）。提出内容および、アクセス状況から判断される履修状況を持って成績評価とする。履修状況

70％、提出内容 30％ 
教科書 
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オフィスアワー 金曜日Ⅲ限。科目の談話室またはネット授業受講者専用のメールアドレスを利用して、質問、相談を受ける。 

その他 ネット授業は自宅にパソコンとインターネットがあれば、自宅からでも受講可能。（詳しくは

http://netwalkers.pd.saga-u.ac.jp/を参照のこと。)  
 

  

 


